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大久保 祐輔
※  今年度の研究実績及び成果に関して、500～1000字、文字の大きさ11ポイント程度で作成ください。
 
※ 計画書に記載された計画に対応して、どのような結果が得られたか記載してください。
 
※なお、総括研究報告書は、国立成育医療センターホームページに掲載致しますのでご承知おきください。 知財等の都合により、総括研究報告書のホームページへの掲載に不都合がある場合は事前に事務局にご相談ください。



